


●ノロウイルス感染症の潜伏期間と症状 
 
感染から発症までの潜伏期間は24～48時間です。つまり食事が原因だったとしても、症状が出てくる直前
の食事のせいではなく、前日もしくは前々日の食事が原因だったりします。主な症状は吐き気、嘔吐、下痢、
腹痛、発熱です。症状はいきなり起こる事があり、我慢出来ずに繰り返し吐いてしまいます。通常はこれら
の症状が１～２日続いた後で治癒し、後遺症もありません。ただし、免疫力の低い高齢者や乳幼児では症状
が長引く事がありますので気をつける必要があります。尚、感染してもすべての症状が起こるわけではあり
ません。感染しても発症しない(無症状)場合や、軽い風邪のような症状ですんでしまうこともあります。 

１．ノロウイルスを倒す活性酸素を活用！ 
 

ノロウイルスに汚染されやすい食材の代表はムール貝や牡蠣などの

二枚貝類です。ノロウイルスは熱に弱いウイルスなので、汚染され

た食材でも加熱調理をすれば安全です。ただし、中心部分まで十分

加熱する必要があります。また、消毒＝アルコール消毒を思い浮か

べますが、ノロウイルスはアルコールでは効果が望めません。 

ノロウイルスの消毒に有効なのは活性酸素の一種の次亜塩素酸イオ

ンでウイルスをやっつける方法です。生ものを調理したまな板等の

調理器具を次亜塩素酸（塩素系漂白剤）で消毒するとノロウイルス

対策に有効です。 

 

３．嘔吐物の処理には手袋＆シート（新聞紙等）等の活用を 
 

嘔吐物処理時には使い捨て手袋の着用を！ 
保育園や病院、介護施設では、おむつ交換時に職員の手が汚染される可能性があります。使い捨ての

手袋を着用して汚物の処理をしましょう。手袋をはずした後には、忘れずに手洗いをしなければなり

ません。 

集団感染での盲点は嘔吐物の処理です。嘔吐物は胃の内容物と考えがちです。ノロウイルスは人の腸

内で増殖しますので嘔吐を繰り返した場合、腸の内容物も嘔吐物に含まれることになります。この場

合、嘔吐物はウイルスを含んでいると考えて間違いありません。処理時には必ず使い捨て手袋を着用

しましょう。また嘔吐物が乾燥するとゴミやホコリに付いてウイルスが舞い上がる可能性があります。

嘔吐物等の汚染場所はしばらくの間新聞紙やシートなどで覆い、その場所を立ち入り禁止にし、舞い

上がらないようにするのが効果的です。お部屋の換気も忘れずに！ 

 

２．外出先のトイレに要注意！ 
 

外出時、気を付けたいのが駅や公園等にも設置

されている公衆トイレです。 

トイレ個室内側のノブは、手洗い前に触るので

汚染されている可能性があります。 

水栓が手で回す型だと、手洗いしても水を止め

る時にまた汚染された水栓に触ってしまいます。 

外出先でトイレを使用した場合はいつもにも増

して念入りに手洗いを行いウイルスを流しま

しょう。できればうがいもしたいですね。 

 

参考ですが、次亜塩素酸は強い金属の腐食性

（サビる）があるので金属部分を消毒した場合

は、10分後によくその場所を拭き取りましょ

う。 

 今回はノロウイルスの主な特徴と負けない3つの方法をまとめました！！ 

ノロウイルスに負けない3つの方法とは！！ 


